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会 次 第 
○協議事項 

 (１) 文化財保存活用地域計画素案について（第５総及び第６章） 

主な内容等 

（○委員 ●事務局 ※アドバイザー） 

 

（１）第５章  

〇図はＰＤＣＡサイクルのように回して、その輪が大きくなっていくのが正しいの

ではないか。 

〇ＰＤＣＡサイクルは内々になっていく。立体構造でらせんを描くような形にして

みてはどうか。 

●ＰＤＣＡはうまく回さないと縮小するデメリットがあるため採用しなかった。立

体構造でも検討してみる。 

 

〇表現が抽象的すぎて当事者意識が持てない。 

●未来へつなげるのは人なので、人を主語にして再検討する。 

 

〇何を掘り起こすのか、難しい。文化財はこれから生まれるものもある。 

〇おそらく、機能が失われそうなタイミングで、歴史や文化に気づくのではないか。

面倒くさい、汚いけどこれって何？というのが気付くタイミング。このタイミン

グで、もう一度置き換えることができれば、次へつながっていく。 

 

（２）第６章  

〇判断基軸があれば、課題もポジティブになり得る。何を持って課題と認識するの

か。 

〇方針に関して、やる事が多く何が優先なのかが分かりにくい。 

〇維持管理の技術習得の機会が無い。仕事が無いため、専門家が育たない。同業種

や類似の人が専門家に近づく機会があれば良い。 

〇文化財保護の部分で、経済的観点が抜けている。もう少し稼ぐという事を意識す

るなら、守る観点においても経済的な視点が必要。 

〇人の関心をどう保ち続けるのか、という課題と向き合う必要がある。 

〇人材育成の記載があまり無い。企業の後継者育成では行政がセミナーを開催した

りしている。 

 

●ビジョンと現状のギャップを課題と捉えるが、文化庁の指針でも現状の記載は必

須ではいため、明確にはしていないところ。見せ方や文章については再検討する。 

●積み立ての活用についても、今後検討していく。 

●広く視野を持ち、人材育成についても検討できればと考える。 

 

 


